
第 242 回 MINERVA ビジネスプラン発表会  

【  令和 4 年 11 月 8 日（火 ) 開催   会場：YOXO BOX 】  
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考 

1. かながわ経済新聞合同会社 代表者 千葉 龍太 氏 （https://kanakei.jp/） 

【住所】 神奈川県相模原市中央区中央 3-12-3 相模原商工会館本館 【設立】 2013 年 7 月 

【資本金】 1,000 千円 

【事業概要】・創刊 10 年目の新聞ベンチャー。月刊地域経済紙「かながわ経済新聞」発行。大手媒体では扱わ 

れない県内の中小・小規模事業者にスポットを当てて取材。毎月 1回の新聞（紙媒体）を発行する。これにより、 

頑張っていても機会に恵まれない中小企業に対し、新聞による情報発信(広報)の機会を創出している。一方、 

新聞発行により、地域の企業情報を、地域の経営者にも伝えることで、連携のきっかけも作っている。 

・超斜陽の活字（新聞）業界であえて起業に挑戦。日本初、地域中小企業に支えられた地域中小企業のための 

地域経済紙を実現。新聞発行業の枠を越え、中小企業向けの「ソリューションジャーナリズム」を実践し、取材活 

動を通じて、地域の中小企業の課題解決にもつなげている。 

・今回、今までの地道な取材活動で培ってきた情報と、今後の継続的な取材活動を生かし、「県内の産業を見える 

化」する、県内最大級の産業情報プラットフォームの開発を進めていく。 

【コメント】 同社は、敢えて新聞（紙媒体）に拘り、正確な情報を提供することに重きを置いています。それはネット社会になるにつれ、客観性

のある情報が減っているからだそうです。年間累計 400 社の県内企業の発掘取材をしているので、年間 100 件のビジネスマッチングの実績があ

るそうです。また台湾支援機関へのニュース発信をきっかけに県内企業と台湾企業とのビジネスマッチングも行っているそうです。最後に千葉代

表は、「県内の中小企業にもっと光り輝いて欲しい、神奈川からメイドインジャパンの復活を！」という熱い想いを語られておりました。 

2. ファーマバイオ株式会社 代表者 草野 仁 氏 （https://www.pharmabio.co.jp/） 

【住所】 東京都中央区日本橋 2-1-3 アーバンネット日本橋二丁目ビル 10 階 

【設立】 1978 年 4 月創業、2010 年 10 月第二創業 【資本金】 70,000 千円 

【事業概要】 弊社は、再生医療等製品の開発製造受託企業（CDMO）として2018年10月より、川崎殿町キング 

スカイフロントにて事業を進めておりましたが、この度、開発製造受託のノウハウを生かしての再生医療創薬事業を 

立ち上げることに成功しました。 

現在の弊社の基盤技術は、人工材料を全く使用しない細胞シート製造技術であります。本技術は様々な細胞種 

にも対応可能なシート技術のため幅広い疾患への応用も可能と考えております。特に、ヒト（同種）脂肪組織由来 

間葉系幹細胞を使った近視性網脈絡膜萎縮への治験は現在進行中のパイプラインで、年内の1例目の治療へ 

向けて鋭意準備中であり、その資金調達を現在行っているところです。また本治験の開始は弊社の上場への大きな 

一歩にもなることから皆様からのご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。 

【コメント】 今回、近視性疾患に注目した理由としては、2050 年には世界人口の 60％以上が近視に羅患することが予想されているからで

す。しかしまだ患者数が少ないので、国内患者数が 70万人と推定されている加齢黄斑変性症への適用拡大を計画しています。 
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3．株式会社テクノラボ 代表者 林 光邦 氏 （http://www.techno-labo.com/） 

【住所】 神奈川県横浜市神奈川区青木町 6-19 マークレジデンス商用棟 1階 【設立】 2008 年 8月 

【資本金】 6,000 千円 

【事業概要】 海洋プラスチックゴミのアップサイクルを行っています。ボランティア団体の拾ったゴミで、美しい工芸品を 

作っています。製品を買うことでボランティア団体を金銭的にも支援し、また自分の生活で大切に使うことで、精神的 

に支援することを目指しています。プラスチックゴミとして今まで嫌われていた存在を、ゴミの漂着地の人と漂着しない 

地域の人をつなぐ架け橋とする仕組みを事業化することを目指しています。 

【コメント】 同社はプラスチックメーカーとして創業 17年目の会社。『捨てられたプラスチックから作る捨てられない 

プロダクト』として、『ｂｕφｙ（ブイ）』というブランドを付けました。『ｂｕφｙ』には、浮き、捨て方ではなく買い方という 

意味が込められています。全ての商品に原料採取地を記載しており、具体的には、バスグッズ、汎用ステーショ 

ナリートレイ、コースター等の世界に一つしかない商品に生まれ変わっていました（下記写真参照）。 

NPO 法人ベンチャー支援機構 MINERVA 

(株)TNP パートナーズ、(株)TNP オンザロード 

(株)TNP スレッズオブライト 

井 汲 美 樹 

【感想】 

今回も各々の分野でイノベーションを起こし、

新しいマーケットを構築されようとしている企業

のご発表で、今後の展開が楽しみです。 

もし発表をご希望とされる方がおられましたら、

お早目にお申し出頂けますと幸いでございま

す。 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

第 243 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

■日 時：令和 4 年 12 月 13 日（火） 13：30～15：00 

（会場参加のみ 15：00～名刺交換会） 

■会 場：YOXO BOX（よくぞボックス） 

横浜市中区尾上町1-6 ICON関内（1階） 

https://kanakei.jp/
https://www.pharmabio.co.jp/
http://www.techno-labo.com/

